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１　学校教育目標 ２　本年度の重点目標

領域 評価項目 評価の観点
（具体的評価項目）

具体的方策 成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

教
育
活
動

●　学力の向上
分かる授業への改善を行った
か。

・自分の考えを書く場をつくる。
・「すいすいタイム」と「桜っ子タイム」の計画
を見直し，充実させる。
・重点単元の指導体制の強化を図る。
・給食前の「はらぺこ算数」の場を作り、個別
に支援できる体制をつくる。

・校内研究では、「桜岡スタイル」を全職員で共通理解し、自分の考えを表現させ、交流する場
を工夫した授業実践に取り組むことができた。研究授業を行い、算数科の重点単元の指導の
強化を図ることができた。既習したことを活用する力をつけるための授業の工夫が課題である。
・「すいすいタイム」では活用する力、「桜っ子タイム」では算数的表現力をつけるために、各学
年ごとに年間計画を立て、問題に取り組むことができた。全職員で指導に当たり、複数の教師
が支援の必要な児童に、個別に支援することができたことは良かった。
・給食の準備時間を使った「はらぺこ算数」では、個別に支援の必要な児童に、基礎計算の補
充指導を行った。児童に応じて文章題や宿題・テストのやり直しなどにも取り組んだ。級外の教
師で支援することができた。

・校内研究では、「活用する力を育むための算数科学習指導法」について、さらに研究を重
ね、授業の工夫をしていく。
・「すいすいタイム」「桜っ子タイム」を今後も設定し、算数的表現力や活用する力をつけて
いく。
・個別に支援の必要な児童については、基礎計算の補充指導を続けていく。できるだけ級
外の教師も支援するようにする。

教
育
活
動

●　学力の向上
児童の基本的な学習習慣は育
成できたか

・授業の始まりと終わりに「背・目・手」と号令
をかけ、姿勢をよくして、学習の構えを作る。
・ノートの書き方を具体的に指導する。
・休み時間の合い言葉「さ・く・ら」、授業中の
「ふ・で・ば・こ」の合い言葉を職員間で共通
理解し、各学級で徹底していく。

・授業前後の挨拶「背・目・手」の号令のかけ方やめあてを発表することに関しては、全校の共
通理解ができているので、どの学級でも学習の構えは整っている。
・算数の授業を中心に、上手なノートの書き方を意識しながら指導した結果、ほとんどの児童が
流れに沿った分かりやすいノートを取ることができるようになってきた。また、上手な児童のノー
トを「ノート名人」として低・中・高学年に分けて掲示し紹介した。
・休み時間の「さ・く・ら」「ふ・で・ば・こ」については、チャイム着席はできても、授業の準備がで
きていなかったり、話の聞き方はよくても返事ができなかったりと項目ごとに定着に差があるの
で、繰り返し指導していく必要がある。

・学習の場面だけでなく、集会などの場合にも「背・目・手」の号令を使い、話を聞く
構えとして定着させていく。
・ノート指導に関しては、今後算数だけでなく、他の教科でも学習の流れに沿って
ノートにまとめられるよう、指導を続けていく。
・休み時間の「さ・く・ら」「ふ・で・ば・こ」については、学習の準備や手の挙げ方、個
別に指名された際の「はい。」という返事がしっかりできるよう続けて指導していく。

教
育
活
動

●　学力の向上
家庭学習の充実は果たせた
か。

・家庭との連携を深め、家庭学習カードを活
用する。
・「家庭学習の手引き」を全家庭に配布し活
用を呼び掛ける。
・自学ノートのモデルを活用して意欲を持た
せる。

・全学年に生活カードを持たせ、学校や家庭での生活や学習について振り返りをさせたことで、
児童に規則正しい生活をしようというめあてをもたせることができた。また、教師は、児童の様子
を把握することができた。保護者にサインをしてもらったり一言感想を書いてもらったりしたこと
で、家庭との連携も深めることができた。　
・「家庭学習の手引き」を全員に配布し、学習机の前に掲示させることで、テレビやゲームの時
間に気を付けさせた。児童に声をかけ、守らせようとしている保護者も多い。
・自学ノートについて児童に提示し、モデルとなるノートを掲示したり、お便りに載せたりしたこと
で、保護者の関心も高まり、自主学習の内容も充実してきた。

・全学年に生活カードを持たせ、家庭と連携して指導を続けていく。
・「家庭学習の手引き」を４月に配布し、児童や家庭に呼びかける。
・自学ノートの取り組みについて、児童と家庭に伝え、自主学習を推進していく。

領域 評価項目 評価の観点
（具体的評価項目）

具体的方策 成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

学
校
運
営

●　心の教育
子どもの支援体制づくりとケー
ス会議の充実は図れたか。

・気になることを、家庭と連絡しあうよう努め
る。
・子どもを支援する校内委員会を充実する。
・見守りたい子の共通理解を図る。（年4回見
守りたい子の連絡会と毎月の生徒指導会）
・相談体制の充実を図る。
・欠席者報告票による児童の状況を把握す
る。
・毎月１回の生活指導会を実施する。

・気になることを、家庭と連絡しあうよう努める。
・子どもを支援する校内委員会を充実する。
・見守りたい子の共通理解を図る。（年4回見守りたい子の連絡会と毎月の生徒指導会）
・相談体制の充実を図る。
・欠席者報告票による児童の状況を把握する。
・毎月１回の生活指導会を実施する。

・スクールカウンセラーの利用は，昨年から継続して相談する保護者と新たに相談
する保護者もいた。保護者の要求に応じて，担任以外にもスクールカウンセラーや
関係機関などの相談の場があることを知らせていく必要がある。
・見守りたい子や気になる児童の共通理解を図ることができた。その都度，支援体
制を話し合うケース会議を開くことで，担任だけで抱えることがないよう配慮するこ
とができた。
・登校を渋る児童もいたが，保護者，担任，職員，カウンセラーが連携して改善の
方向に向かっている。

教
育
活
動

●　心の教育 笑顔であいさつを行ったか。

・毎週月曜日の「あいさつ運動」に自主性を
持たせるように工夫する。
・教師が率先して、元気なあいさつを行う。
・「親子でめざそう！　朝のあいさつ」をＰＴＡ
と共に具体的に取り組む。

・毎週月曜日の「あいさつ運動」に自主性を持たせるように工夫する。
・教師が率先して、元気なあいさつを行う。
・「親子でめざそう！　朝のあいさつ」をＰＴＡと共に具体的に取り組む。

・自分から先生や友だちにあいさつをしているという児童は８4．5％で昨年とほぼ
同じである。毎週月曜日のあいさつ運動では、あいさつがよくできた児童の名前を
あいさつ名人として発表し、意欲付けとなった。しかし，誰に対しても元気よくあい
さつができている児童は少なく感じる。今後も教師が率先して，元気なあいさつを
するなど，あいさつが広まっていく取り組みをしていく必要を感じる。
・学校での取り組みの成果が出ていると感じている保護者は６９％と昨年度より増
えている。毎週月曜日に行っている「あいさつ運動」の取り組みなどを学校便りや
学級通信等で家庭へ伝えていただいた成果であると思う。

教
育
活
動

●　いじめ問題への
対応

いじめの早期発見と早期対応
はできたか。

・「いじめ０宣言」を行う。
・年間2回のいじめアンケート、毎月1回の月
の心を通じて、いじめの早期発見に努める。
・毎月１０日に「心を考える日」の取り組みを
行う。

・「いじめ０宣言」を朝の会・帰りの会などで唱和することにより、友だちを大切にしていじめを許
さない、という意識を育ててきた。
・年間2回の「いじめアンケート」を実施し、気になる児童に対しては早めに相談や支援をして、
早期解決にあたった。
・毎月１０日に「心を考える日」として、人権教育の充実を図ってきた。
以上の様々な取り組みにより、大きな事案に発展することなく、児童は安心･安全な生活を送る
ことができた。

・今年度に引き続き、いじめの早期発見に努め、児童へのへの全体指導や個別対
応に、細心の注意を払っていきたい。

学
校
運
営

●　いじめ問題への
対応

いじめに教職員一体となった対
応ができたか。

・学年グループ、生徒指導部が中心となっ
て、複数の目で児童理解に努め、いじめの
防止・対応にあたる。

・いじめにつながるような言動に気づいたり、みかけたりした場合、担任・学年だけでなく、教育
相談担当、特別支援教育コーディネータ、生徒指導担当、スクールカウンセラー、教務、教頭、
校長が「早く」「正確に」情報共有できるように、まずは、口頭で報告し、必要に応じて文書で回
覧した。また、それぞれの気づき等に応じた対応も、担任だけでなく、上記の職員が中心となっ
て、チームで対応した。以上のような早期の取り組みで、いじめが深刻化することはなかった。

・今年度に引き続き、いじめの早期発見に努め、学校全体で取り組むべき最大課
題であるという共通認識を持つ。その上で，児童の個別指導や学級指導・学年指
導へ組織的な取り組みに，細心の注意のもと取り組んでいきたい。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

教
育
活
動

●　健康・体づくり
外遊びの奨励と体育の充実す
ることで体力は向上したか。

・２０分休み、昼休みは、外で遊ぶ。
・マラソン大会・長縄とび大会の実施。
・わくわくタイムでの共遊（異学年交流）
・主体的な体育学習のカードの活用を図る。

・２０分休み、昼休みは、外で遊ぶ。
・マラソン大会・長縄とび大会の実施。
・わくわくタイムでの共遊（異学年交流）
・主体的な体育学習のカードの活用を図る。

・１学期の水泳指導、２学期の運動会やマラソン週間、３学期の縦割り班の長なわ
とび大会、わくわくタイムでの共遊と年間を通じて学校全体での取り組みができ
た。
・運動委員会の呼びかけで全校レク（リレー大会、ドッジビー大会）を実施した。ま
た運動委員会が外で遊ぶように声をかけて、ゼッケンなどの準備をして外遊びを
促した。しかし、外遊びに関しては個人差があり、今後も手立てを考える必要があ
る。
・学習カードを使った授業をほとんどの学級で実施している。

教
育
活
動

●　健康・体づくり
食育指導，生活のリズムと健康
教育

・「早寝早起き朝ごはん」を目指す。
・ゲームやテレビの約束を決めるようにす
る。　
・手洗いの指導の充実。
・保健指導重点計画の作成、実施。

・「早寝早起き朝ごはん」を目指す。
・ゲームやテレビの約束を決めるようにする。　
・手洗いの指導の充実。
・保健指導重点計画の作成、実施。

・「早寝早起き朝ごはん」という言葉は定着してきているが、今後も保護者の協力
を得るよう呼びかけを行っていく必要がある。
・ゲーム・テレビの約束について呼びかけたり、全校で生活カードをつけたりするこ
とで、意識できるようになっている。
・性に関する教育月間を設定し、各学年で保健に関する指導を行うよう呼びかけ
た。
・手洗いを含め、かぜに関する知識を楽しく学んでもらうために、保健委員会が主
体となってスタンプラリーを実施した。ハンカチ調べも行うことができた。

教
育
活
動

●　健康・体づくり
　新体力テストの実施によって
全児童の実態把握ができた
か。

・6年間の見通した「体づくり運動」に計画的
に取り組む。
・実態把握によって，特に落ち込んでいる分
野の向上を図る取り組みを行う。

・6年間を見通した「体づくり運動」に計画的に取り組む。
・実態把握によって，特に落ち込んでいる分野の向上を図る取り組みを行う。

・新体力テストの実施結果を学年別に分析し，その傾向を体育指導に生かすよう
にした。
・新体力テストを継続実施することで，個人の伸びや努力すべきところを気づかせ
たい。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策

教
育
活
動

●　IICT利活用教育
の推進

ICTを利活用して学力の向上を
図ったか。

・デジタル教科書の活用方法を工夫する。
・ICTの利活用を通した授業実践について、
校内研究の中にも位置づけて、取り組む。

・デジタル教科書は，教科書の拡大提示に加えて，コンテンツの利用頻度が増えた。また，デジタル教科
書に限らず自作コンテンツや自作資料を作成し，授業で活かす機会も増えてきた。今年度は，電子黒板
に加えて，学校にタブレットＰＣが40台配備された状態で新年度をスタートした。年間カリキュラムを考え
る上で，各教員がＩＣＴを取り入れた計画を立てることができ，全年度に比べてタブレットＰＣの利用が高ま
り，学力向上につながった。しかし，タブレットＰＣの有効活用について，アイデア，知識共に不足してお
り，まだまだ学力向上に貢献できると考える。
・校内研究では，ただ機器を使うのではなく，特徴を生かし，ＩＣＴならではの使い方が増えて，学力向上に
貢献できたと考える。

・小城市学力向上研究会のＩＣＴ部会の発表等を参考に授業におけるタブレットＰＣの活用
機会を増やしていく。
・他県・他地域など，先進地域の情報を取り入れ，学習指導に生かしていく。
・校内研究の中でのＩＣＴの位置づけをはっきりしたものにする。

教
育
活
動

●　IICT利活用教育
の推進

教職員のICTを利活用した実践
力が向上したか。

・全教職員が参加する校内研修会を通じて、
実践力の向上を図る。
・先進的な取り組みを紹介し、自己研鑽の資
料として活用する。

・夏休みに全職員参加のタブレットＰＣを用いた研修を行った。この中で，授業におけるタブレットＰＣを用
いた授業を紹介して，教職員のＩＣＴ活用力の育成を図った。また，自作コンテンツの紹介を行う研修や操
作法，ソフトの使い方を覚えるミニ研修等を行い教職員のスキルアップもできた。しかし，タブレットＰＣの
有効活用には，まだまだ十分とは言えない。職員からもタブレットＰＣを十分に活用できていないという声
がしばしば聞かれる。評価ポイントが昨年より0.4ポイント下がっている理由と考える。

・タブレットＰＣの活用例を職員間で共有する。
・全職員参加の研修会において，更なるスキルアップ，活用力アップを図る。
・情報活用力のみに力を入れるのではなく，職員の著作権に関する知識を増やし，情報活
用力アップを図る。

教
育
活
動

●　IICT利活用教育
の推進

児童の情報活用能力が高まっ
たか。

・インターネットでの調べ活動を、いろいろな
教科の中で取り入れる。
・電子黒板を使って発表したり、パソコンの
利活用に慣れ親しむ。

・総合・社会以外の学習においても，調べ学習が定着してきた。特に，3年生は，高学年の調べ学習に向
けて児童のスキルアップを図り，キーボード操作や，インターネットの用い方を学習した。また，算数の練
り合いでは，児童が電子黒板を用いて自分や友だちの考え方を発表したり，話し合ったりする活動がで
き，クラスの友だちに情報発信する活動ができた。しかし，他クラスや学校外への情報発信等の活動が
ない。今後，インターネットをもっと活用できる場を作っていきたい。

・教職員のスキルのみでなく，児童のスキルアップを図り，情報活用力を高める。
・調べたことを発信したい相手を増やし，視野を広げることで，情報発信の意欲を持たせ
る。
・情報の真偽を判断する力をつけさせる。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策

学
校
運
営

○　特別支援教育
の充実

特別支援教育への教職員の共
通理解を図れたか。

・定期的な校内支援委員会に加えて、必要
に応じて臨時の支援委員会を開き、全教職
員で共通理解し対応する。

・定期的な校内支援委員会に加えて、必要に応じて臨時の支援委員会を開き、全教職員で共通理解し
対応する。
・「さくらっこタイムズ」などに支援学級の現状や、支援が必要な児童の理解や支援の仕方についての情
報を発信する。

・見守りたい子の共通理解を図る全体の話し合いだけでなく、必要に応じて職員の支援体
制を考えたり，支援方法を見直したりする支援委員会を何度も開催した。児童を中心に考
えること、担任一人で抱え込まないことを基本に取り組むことができた。
・次年度は、保護者に向けて①特別支援教育で取り組んでいること、②一般的なこういうと
きにこういう支援が有効です、などのメッセージを学期に一度ずつでもしていくと良いと思
う。

学
校
運
営

○　特別支援教育
の充実

教職員の知識・理解を深めるこ
とができたか。

・校内研修会を通じて教職員の知識・理解を
深める。
・障害のある児童の学校生活支援のための
巡回相 談員及び専門家の派遣を依頼し、支
援を仰ぐ。

・校内研修会を行い、教職員の知識・理解を深める。
・障害のある児童の学校生活支援のための巡回相 談員及び専門家の派遣を依頼し支援を仰いだり、ま
た、小城市子ども支援センターと連携し、相談体制を整える。

・ 特別支援に関する校内研修会を設け、困り感のある児童への接し方や効果的な支援の
在り方について具体的な事例をもとに外部講師より研修を深めることができた。
・ 児童の実態に応じて巡回相談や専門家に相談に行くなど方策をとった。担任が一人で
問題を抱え込まないよう、児童の将来を見据えた有効な手立て等について話し合いをもつ
ことができた。

教
育

活
動

○　特別支援教育
の充実

個別の指導計画及び教育支援
計画を作成したか。

・支援が必要な全児童に、個別の指導計画
及び教育支援計画 を計画的に作成する。

・支援な必要な全児童に、個別の指導計画及び教育支援計画 を計画的に作成する。学年末には、次年
度へ向けて成果と課題を共通理解する時間を設ける。

・特別支援学級に在籍する個別の支援を必要とする児童には、個別指導計画・支援計画
を作成し、学期毎に目標を立てて評価を行ってきた。学期末の保護者懇談の折、達成でき
たことや次の学期の課題を共通理解することができた。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策

特
定
課
題

●　小学校低学年
の学習環境の改善
充実

・基本的な学習習慣・生活習慣
の育成することができたか。

・低学年の定期的な授業公開、保護者アン
ケートの実施と分析及び検討。
・「背・目・手」の合い言葉を徹底させる。
・桜っ子タイムの継続的・効果的取組の実
施。
・学級間、学年間の連携を生かした指導及
び協力体制を工夫する。

・基本的な生活習慣については，概ね達成できた。あいさつや返事については，個人差がある
ので，指導を続けたい。家庭学習については、毎日学年に合った時間を意識して課題を出すこ
とができた。ほぼその日のうちに添削をして返すことができた。。　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

・基本的な生活習慣については，学年全体で共通理解をし，機会をとらえて指導や声かけ
を行うことを継続していきたい。
・チャイム着席や「背・目・手」の合い言葉で授業を始めることが定着してきているので，今
後も続けて指導をしていきたい。
・話し方や聞き方の態度が身につくように，聞く視点や話す視点を明確にした指導を心が
けるようにしたい。また，スピーチの時間を設けるなど，場の設定もしていきたい。

●は共通評価項目、○は独自評価項目

具体的目標

・しっかり考える場を設定する。
・考えを表現し、伝え合う場を工夫
する。
・特設タイムの指導の充実を図る。
・算数の重点単元の指導の強化を
図る。
・補充学習の場の設定をする。

・背筋を伸ばし、相手の目を見て、
手まぜをしないの「背・目・手」を意
識した学習態度を、８５％以上の児
童が身につける。

Ａ

Ａ

・計画的に新体力テストを実施す
る。
・体育授業における6年間を通した
体力向上に取り組む。

具体的目標

保護者アンケートにおいては，全体的に見れば今年度重点的に設定した目標が、「概ね達成」できたものと考える。全職員が同じ意識をもって，組織的に学校目標の達成に向けて取り組む事ができた。「わかる授業」の具現化のために，校内研究で、「活用する力を育むための算数科学習指導法」について、さらに研究を重ね、授業
の工夫をしていきたい。また，算数科だけでなく，学習指導法を他の教科まで広めて，学力向上を目指していく。「心の教育」「いじめへの対応」「特別支援教育の充実」など，まだまだ継続して取り組むべき課題もあり、日々の授業実践の充実，学級経営の活性化，IICT機器の効果的活用などを校内研修を通して充実させ，今後もより
よい桜岡小学校作りに努めていきたい。

・ICT機器を有効に活用して、効率
的な学習活動を工夫する。

３　目標・評価

達成度

Ａ

Ａ

Ａ

具体的目標

・学年×15分を目標に家庭学習を
行う習慣を身につける。

達成度

A

４　　本年度のまとめ　・　次年度の取組

・外遊びの奨励と体育活動の充実
で体力の向上を図れたか。

Ａ

具体的目標

達成度

達成度

B

・「早寝早起き朝ごはん」を目指す。
・ゲームやテレビの約束を決めるよ
うにする。　
・手洗いの指導の充実。
・保健指導重点計画の作成、実
施。

Ａ

Ａ

Ａ

徳・知・体のバランスの取れた質の高い桜っ子の育成
　　　－桜岡「や」「か」「た」づくり－

①　学力の向上
②　生徒指導の充実
③　体力向上の取り組み
④　ICT利活用教育の推進
⑤　特別支援教育の充実

・保護者から相談しやすいと思われ
る認知度を80%以上にする。
・不登校児への対応を図る。

・いじめに一人で対応することなく、
教職員が協力して課題解決にあた
る。

Ａ

Ａ
・進んで、元気に、笑顔であいさつ
する子を80％以上にする。

・いじめを早期に発見し、早期に対
応することにより深刻化を防ぐ。

・基本的な生活や学習の習慣作り
を身につける。
・算数を中心としたＴＴ指導で一人
一人の学力向上を図る。

①　学力の向上

②　生徒指導の充実

Ａ

③　体力向上の取り組み

④　ICT利活用教育の推進

達成度

・教職員の電子黒板を用いた授業
での活用能力を向上させる。

・ICT機器を用いて、調べ活動をし
たり、情報を発信したりする能力を
高める。

具体的目標

具体的目標

達成度

⑤　特別支援教育の充実

Ａ

Ａ

本年度の重点目標に含まれない共通評価項目

Ａ

・校内研修会で特別支援教育につ
いて研修を行う。

・支援が必要な児童に、個別の指
導計画及び教育支援計画 の効果
的・効率的な作成、活用。

・特別支援教育に関する校内支援
委員会の充実

重点目標を具体的に評価するための項目や指標を盛り込む 

達成度 Ａ：ほぼ達成できた    

Ｂ：概ね達成できた     

Ｃ：やや不十分である  

Ｄ：不十分である    

重点目標を具体的に評価するための項目や指標を盛り込む 


